
「保護者・地域と共に進める学校づくり」

～学校版マニフェストと連動した学校評価の在り方～

横浜市立下永谷小学校

平成１９年１２月１８日



横浜市立下永谷小学校マニフェスト（中期学校運営計画） 平成１９年度

学校教 育 目 標

自己のよりよい成長を求めて自ら学び続け、豊かな感性をもち、

人や自然と共にたくましく生きていく力を身につけた子を育てます。

学校経営方針

学校教育目標を実現するため、活力と魅力にあふれた学校作りをめざします。

・パイオニアスクールよこはまに応募し、環境教育実践と推進に努めます。

・自分をつくり横浜を創る子どもを育てるため、環境教育を軸とした教育課程を編成します。

・家庭や地域と連携し、社会の要請や信頼に応えた学校づくりを進めます。

・教職員が相互に啓発・連携する活気にあふれた学校運営組織の確立を目指します。

指 導 の 重 点

・基礎基本の確実な定着を図るため、各教科等の学習指導・評価の充実に努めます。

・自然・社会体験等の体験学習や問題解決的な学習を積極的に取り入れます。

・「校庭しぜん体験博物館」づくりに全学年がかかわる環境教育年間計画を作成します。

・子どもの主体性や問題解決能力を高めるため、総合的な学習の時間と教科等の関連を深めます。

・学校外の人々や異年齢児童等とのかかわりの中で、豊かな人間性を養います。



「校庭しぜん体験博物館」を生かした

学習活動の展開学習活動の展開

１１ 地域の教育力から学んだ学習活動地域の教育力から学んだ学習活動

２２ 市民団体やＳＳＣ、中学高校から学んだ学習活動市民団体やＳＳＣ、中学高校から学んだ学習活動




